
小
特
集

学
園
祭
の
受
験
生
獲
得
企
画

来
た
れ
受
験
生
！

学
園
祭
で
志
願
者
「
獲
得
」

大

木

由

美

子

●
㈱
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
「
メ
ン
タ
ー
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」
主
宰

一

は

じ

め

に

学
生
が
運
営
主
体
の
大
学
の
学
園
祭
で
、
受
験
生
を
意
識
し
た
企
画

が
増
加
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
理
由
と

取
り
組
み
事
例
を
学
園
祭
実
行
委
員

会
（
以
下
、
実
行
委
員
会
）
や
受
験

生
を
取
材
す
る
立
場
か
ら
検
証
す
る
。

そ
の
前
に
「
メ
ン
タ
ー
・
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
」
に
つ
い
て
説
明
を
し
て
お

き
た
い
。「
メ
ン
タ
ー
・
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
」
は
、
株
式
会
社
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
社
が
運
営
す
る
若
者
向
け
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
、
青
少
年
の
人
材
育
成
を

目
的
と
し
て
い
る
。
主
な
読
者
は
、

大
学
生
・
高
校
生
で
あ
る
。

毎
年
秋
に
は
、
二
〇
一
二
年
で
三
回
目
と
な
っ
た
「
ベ
ス
ト
オ
ブ
学

園
祭
」
を
開
催
し
て
い
る
が
、
こ
の
目
的
も
人
材
育
成
の
一
環
と
し
て
、

学
園
祭
の
質
的
向
上
に
あ
る
（
表
）
。
対
象
は
全
国
の
五
百
八
十
三
学

園
祭
（
二
〇
一
二
年
実
績
）
。
う
ち
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
た
実
行
委
員
会
に

対
し
て
、
四
ヵ
月
間
に
わ
た
る
調
査
や
取
材
な
ど
を
通
し
て
、
社
会
性

の
高
い
優
秀
な
学
園
祭
を
表
彰
し
て
い
る
。
二
〇
一
二
年
は
、
春
先
に

飲
酒
に
よ
る
事
故
が
相
次
い
だ
こ
と
か
ら
、
学
園
祭
に
お
け
る
飲
酒
事

故
防
止
へ
の
啓
蒙
活
動
も
実
施
し
た
。
同
啓
蒙
活
動
の
結
果
、
全
国
で

四
十
四
の
実
行
委
員
会
が
飲
酒
事
故
防
止
に
努
め
る
と
い
う
「
宣
誓
」

を
行
っ
た
。
「
メ
ン
タ
ー
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」
の
こ
う
し
た
学
園
祭
へ

の
実
績
を
踏
ま
え
て
語
れ
ば
、
昨
今
の
学
園
祭
の
目
立
っ
た
傾
向
と
し

て
、
受
験
生
企
画
の
増
加
が
あ
る
。
そ
の
理
由
を
探
る
。

二

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
よ
り
気
軽
で
楽
し
い

中
・
高
校
生
親
子
を
引
き
つ
け
る
三
つ
の
魅
力

「
大
学
の
学
園
祭
へ
行
っ
て
、
雰
囲
気
を
確
か
め
て
志
望
校
を
決
め



た

ら
ど

う
？

」
。
高

校
二

年

生
の

金
森
正

人

く

ん
（
仮
名
）
は
、

親
か

ら
こ
う

提
案
さ
れ
、
こ

の
秋
四

つ
の
キ
ャ
ン

パ
ス
を

訪
問
し
た

。
こ

の

親
子

の

よ
う

に
志

望
校

を
決

め

る
手
段

と

し
て

学

園
祭

に
足

を
運

ぶ

中
・
高
校

生
が
増
え
て

い
る
。

例
え
ば
明
治
大
学
「
明
大
祭
」
初
日
の
二
〇
一
二
年
十
一
月
一
日
。

東
京
・
世
田
谷

に
あ

る
明

治
大
学
和
泉

キ
ャ
ン

パ
ス
の
正

門
前
で

は
、

受

験
生
と

お
ぼ
し
き
親
子

が
幾
組
も
記

念
写
真
を
撮

っ
て
い
た
。

「
メ
ン

タ
ー
・

ダ
イ

ヤ
モ

ン
ド
」

が
行

っ
た
「

ペ
ス
ト

オ

ブ
学

園
祭

二

〇
一
二
」

で
も
「
行
き

た
い
学
園
祭
」

を
一
般
か
ら

の
投
票
で
募

っ

た
と
こ

ろ
、
高
校
生

や
そ

の
保
護
者
か

ら
の
得
票
を
集

め
た
明
治
大

学

の
「
明
大
祭
」

と
「
生
明
祭

」
が
と
も

に
上
位
十
位
内

に
ラ
ン

ク
イ

ン

し

た
。
明
治
大

学
は
十
一
万
人

を
超
え

る
日

本
一
の
志
願

者
数
を
誇

る

だ
け
あ

っ
て

、
学
園
祭
人
気

も
高

い
。

何
も
明
治
大

学
に
限

っ
た
こ

と
で
は

な
く

、
い
ま

や
ど
こ

の
キ
ャ
ン

パ
ス
で
も
、
十

、
二

十
年
前

に
比

べ
て

学
園

祭
に
訪
れ

る
中

・
高
校
生

親
子

の
姿

が
目

に
つ
く
。
で

は
、
な

ぜ
受

験
生
親
子

が
学
園
祭
に
注
目

す

る
の
か
。

「
大
学
主
催

の
オ
ー

プ
ン

キ
ャ
ン

パ
ス
よ
り

も
敷
居

が
低

く
、
訪

れ

や
す
い
」
と
、
受

験
生
を
も

つ
あ
る
母
親

は
明

か
す
。
こ

の
気
軽
さ

が

第

一
の
魅
力
で

あ
る
。
大
学

の
主

催
す

る
オ

ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
は
、

受

験
生
向
け
と

い
う

目
的

が
明

ら
か
で
、
参
加

す
る
高
校
生

も
緊
張
を

強

い
ら
れ
る
こ
と

が
あ
る
。
ま

た
、
対
象
年

齢
で
な

い
と
参
加
し

に
く

い
。
こ

れ
に
比

べ
て
学
園
祭
は

、
小

学
生
だ

ろ
う

と
中
学
生

だ
ろ
う
と

気
に
せ
ず
気
楽
に
訪
問
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
の
魅
力
は
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
開
催
日
は
、
夏
休
み
で

あ
っ
た
り
、
土
日
で
あ
っ
た
り
す
る
た
め
、
実
際
に
触
れ
合
え
る
在
校

生
の
人
数
も
限
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
学
園
祭
に
は
多
く
の
在
校
生
の

姿
が
あ
る
。

第
三
の
魅
力
は
、
楽
し
い
こ
と
だ
。
何
と
い
っ
て
も
学
園
祭
は
お
祭

り
で
あ
る
。
高
校
の
文
化
祭
に
比
べ
て
も
、
来
場
者
数
の
多
さ
や
企
画

の
完
成
度
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
さ
は
段
違
い
で
あ
る
。
自
然
、
大
学
生

活
へ
の
あ
こ
が
れ
が
募
る
。

つ
ま
り
、
気
軽
で
、
多
く
の
大
学
生
に
触
れ
合
え
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ

イ
フ
へ
の
あ
こ
が
れ
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
の
が
学
園
祭
の
強
み
だ
。

こ
れ
ら
三
つ
の
魅
力
が
中
・
高
校
生
を
、
そ
し
て
志
望
校
を
見
定
め
た

い
そ
の
保
護
者
を
学
園
祭
に
引
き
つ
け
て
い
る
。

三

「
月
の
洋
服
代
一
万
三
三
九
〇
円
」

大
学
生
活
が
リ
ア
ル
に
伝
わ
る

で
は
、
実

際
に
ど
の
よ
う
な
大

学
で
ど

の
よ
う
な
企
画

を
行
っ
て

い

る
の
だ
ろ
う

か
。

二
〇
一
二
年
十
一
月
十
～
十
一
日
に
開
催
さ
れ
た
東
京
女
子
大
学
の
　

「
V
E
R
A

祭

」
で

は
、
東

京
女
子

大

生
（
以
下
、
東
女
生
）

が
受

験

生

や

保
護

者

の
相
談

に

応
じ

る
実

行
委

員

会
企

画
「
V
E
R
A

ト

ー

ク
！

」

が
実
施

さ
れ
た
。
今
年
で
四

年
目
と

あ
っ
て
、

初
日

の
十
日
は

朝

か
ら
十
三
人

の
訪

問
者

が
あ

っ
た
そ
う
だ

。



相
談
に
応
じ
た
の
は
、

実
行
委
員
会
の
募
集
に
応

募
し
た
現
役
の
東
女
生
。

一
学
部
四
学
科
十
二
専
攻

あ
る
東
京
女
子
大
学
へ
の

ど
ん
な
質
問
に
で
も
回
答

で
き
る
よ
う
に
、
全
専
攻

か
ら
学
生
を
募
っ
た
と
い

う
。
訪
問
者
は
、
受
験
を

間
近
に
控
え
た
高
校
生
が

中
心
。
両
親
や
友
人
と
一

緒
に
相
談
に
来
る
高
校
生

も
い
た
。
相
談
に
応
じ
た

東
女
生
は
、
自
身
の
体
験

に
基
づ
い
て
、
入
試
ま
で

の
勉
強
の
仕
方
、
サ
ー
ク
ル
、
寮
生
活
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
や
不

安
に
回
答
し
た
。
ま
た
、
会
場
で
は
東
女
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を

集
め
た
「
Q
&
A
冊
子
」
も
配
布
し
た
。
東
女
生
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
図
や
グ
ラ
フ
な
ど
を
使
っ
て
、
項
目
別
に
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た

も
の
だ
。

V
E
R
A
祭
実
行
委
員
会
に
よ
る
と
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
東
女
生

に
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
え
て
よ
か
っ
た
」「
東
京
女
子
大
学
に
行
き
た

い
と
思
っ
た
」
な
ど
の
回
答
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。

企
画

を
し

た
実

行
委
員

の
中

に
は
、

高
校
生
の
と
き

に
「
V
E
R
A

ト

ー
ク
！
」
を
訪

れ
、
気
持
ち

が
固
ま
り

、
入
学
後
に

は
自
分

が
V
E
R
A

祭
実
行
委
員

に
な

っ
た

学
生
も

い
る
そ
う
だ
か
ら

、
そ
の
効
果

は

実

証
済
み
で

あ
る
。

池
袋

に
あ

る
立
教
大

学
で
は

、
「
S
P
F

（
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ズ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
）
」
期

間
中
、
「
立

ペ

デ
ィ

ア
」
と
題
し

た
企
画

を
実

施
し

た
。

「
立
教
の
魅
力

を
知
り
、

立
教
に
恋
し
て

も
ら
お
う
」
と

い
う
趣
旨
だ

。

「
T
h
e

立

教
生
」

と
題
し

た
立

て
看

板
に

は
、
「
月

の
洋

服
代

一

万
三
三
九
〇
円
（
立
教
女

子
）
」
「
身
長
一
七
二
c
m
、
体

重
六
〇
・
四
k
g
（
立
教
男
子
）
」

な

ど

三

百

人

の

立

教

大

生

（
以

下

、

立

教

生
）

に

対

し

て

ア

ン

ケ

ー

ト

を

実

施

し

た

平

均

か

ら

リ

ア

ル

な

〝
立

教

生

像
〟

を

提

示

。

そ

の
他

、

サ

ー

ク

ル

紹

介

や

キ

ャ

ン

パ

ス

ラ

イ

フ
を

描

い
た

ド

キ

ュ

メ

ン

タ
リ

ー

ム

ー

ビ

ー

、

現

役

立

教

生

と

の

相

談

コ

ー

ナ

ー

、

キ

ャ

ン

パ

ス

ツ
ア

ー

な

ど

盛

り

だ

く

さ

ん

の

内

容

で

受

験

生

を

呼

び

込

ん

で

い

た

。



会
場
を

訪
れ
て

い
た
女

子
高
校
生

は
、「
立
教
大

学
は
あ
こ

が
れ
の
存
在

。

大
学

の
雰

囲
気

が
わ
か
っ
て
よ

か
っ
た
」
と
語

っ
た
。

立

教
大

学
と
同
じ

く
ミ
ッ

シ
ョ
ン
系
の
青
山

学
院
大
学
で

は
、
夏

の

オ

ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
に
参
加
し

た
受

験
生

の
顔
写
真
を

使
っ
た
モ

ザ

イ

ク
ア
ー
ト
を
作
成

、
秋
の
「
青

山
祭
」
で
展
示

し
た
。
夏

の
オ
ー

プ

ン
キ

ャ
ン
パ
ス
で
同
大

を
訪

れ
た

高
校
生
に
、
再

度
、
学
園

祭
に
足
を

運
ん
で

も
ら
う
仕
掛
け

で
あ

る
。

四

女
子
中
・
高
校
生
に
焦
点

理
系
学
部
の
受
験
生
獲
得
作
戦

理
系

学
部
は
女
子
中

・
高
校
生

に
的
を
絞
っ

た
企
画
で
、
受

験
生
増

加

を

狙
う
。

東
京
理

科
大

学
「

野
田
地
区

理
大

祭
」

は
、
「
科

学

の
マ

ド
ン
ナ
」
と

い
う
女
子

中
高
生
限
定

の
企
画

を
実

施
し
た
。

ガ
イ
ド
役

も
同
大

の
女
子

大
学
生

が
務
め

る
徹
底

ぶ
り
だ
。

東
京
工
業

大
学
「
工
大

祭
」
も
「
女
子

高
校
生

の
た
め
の
研

究
室
ツ

ア
ー
i
n
工
大

祭
二
〇

一
二
」

を
開
催

。
同

じ
く
同

校

の
女

子

学
生
が

ガ
イ

ド
役
を

務
め
た
。
「
理
系
女
子
（
リ
ケ
ジ
ョ
）
先

輩
に
直
接

い
ろ

い

ろ
な
こ

と
を

聞
く
チ

ャ
ン
ス
で

す
」
（
同
大
実
行
委
員
）
。

い
ず
れ

も
女

子

に
的
を
絞

る
こ

と
で

、
学
園
祭
そ

の
も
の
の
集
客

の
増
加
と
受

験
生

獲
得
を
狙

っ
た
も
の
だ

。

話
題
の
ト
イ

レ
を
見

る
た
め
に
学
園

祭
を
訪

れ
る
。
そ
ん
な
波

及
効

果
を
期
待
で

き
た
の

が
、
中
央
大
学
理
工

学
部
「
理
工

白
門
祭
」

だ
。

女

子
用
ト
イ

レ
に
は
、

お
化
粧
直
し
専
用

コ
ー
ナ

ー
や
ソ
フ

ァ
ま

で
あ

り
、
さ
な
が
ら
ホ
テ
ル
の
パ
ウ
ダ
ー
ル
ー
ム
の
よ
う
だ
。
も
ち
ろ
ん
学

園
祭
の
た
め
に
改
装
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
「
理
工
白
門
祭
」
の
実

行
委
員
は
、「
ぜ
ひ
ト
イ
レ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
、

「
メ
ン
タ
ー
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」
の
事
前
取
材
で
も
P
R
に
余
念
が
な

か
っ
た
。

前
述
の
東
京
工
業
大
学
は
国
立
大
学
だ
が
、
そ
の
他
の
国
立
大
学
の

学
園
祭
も
独
立
法
人
化
の
変
化
を
受
け
て
か
、
受
験
生
企
画
に
熱
心
だ
。

東
京
大
学
「
駒
場
祭
」
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
は
、
午
前
中
で
全
日

の
予
約
が
埋
ま
っ
て
し
ま
う
。

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
は
、
学
園
祭
の
定
番
企
画
と
は
い
え
目
新
し
さ

は
な
い
が
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
（
お
茶
大
）「
徽
音
祭
」
に
は
ひ
と

工
夫
あ
っ
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
と
同
大
の
歴
史
学
習
と
模
擬
授
業

を
合
体
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
で
は
徽
音
祭
実

行
委
員
が
学
内
を
ガ
イ
ド
し
、
学
生
目
線
か
ら
見
た
リ
ア
ル
な
キ
ャ
ン

パ
ス
ラ
イ
フ
を
紹
介
す
る
。
加
え
て
、
卒
業
生
の
同
窓
会
で
あ
る
桜
蔭

会
の
会
員
も
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
に
同
行
し
て
お
り
、
お
茶
大
の
歴
史

な
ど
貴
重
な
話
を
披
露
す
る
。
最
後
に
人
気
教
授
に
よ
る
模
擬
授
業
を

行
う
。

一
橋
大
学
「
一
橋
祭
」
で
は
、
学
生
に
よ
る
相
談
会
の
ほ
か
、
教
授

と
予
備
校
講
師
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
、
高
校
生
の
保
護
者
を
意

識
し
た
企
画
を
開
催
し
た
。

受
験
生
獲
得
と
い
う
テ
ー
マ
か
ら
す
る
と
少
し
番
外
だ
が
、
東
京
外

国
語
大
学
の
「
外
語
祭
」
は
、
近
隣
中
学
校
の
一
年
時
の
総
合
学
習
「
世



界

の
文
化

研
究
」

の
受

け
皿
に

な
っ
て

い
る
。
中

学
生
た
ち

は
、
世
界

の
民
族
衣

装
の
試
着

を
し
た
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
国

の
料
理
を

模
擬
店
で

購
入
し

て
食

べ
比

べ
た
り
す

る
な

ど
、
世
界

の
文
化

に
触

れ
、
学
ん
だ

こ
と
を

メ
モ
に
と

っ
て

い
た
。
イ

ン
タ
ビ
ュ

ー
を
し
た
多
く

の
中
学
生

は
、
国
際
的
な

環
境
で
学

べ
る
外
語
大

に
魅
力
を
感
じ

て
お
り
、
「
将
来
、

入
れ
た

ら
い

い
な
」
と

答
え

た
。

学
園
祭

に
は
潜
在
層

に
ア
ピ

ー
ル
で
き
る
良

さ
が
あ

る
。

五

予
備
校
ヘ
チ
ラ
シ
配
り
、早
・
慶
・
上
智
の

受
験
生
向
け
「
学
園
祭
」
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

「
早

・
慶

・

上

智

と

三

つ

の
大

学

ブ

ラ

ン

ド

が

そ

ろ

え

ば
、

受

験

生

の

関

心

も

呼

べ

る

は

ず

」

そ
う
語
る
の
は
上
智
大
学
ソ
フ
ィ
ア
祭
の
実
行
委
員
だ
。
二
〇
一
二

年

秋

の

学

園
祭

で

、

早

稲

田

大

学

、

慶

應

義

塾

大

学

、

上

智

大

学

の

三

大

学

は

、

受

験

生

向

け

の

ス

タ

ン

プ

ラ

リ

ー
を

共

同

企

画

し

た

。
「

早

稲

田

祭

」
「
理

工

展

」
（
以

上
、
早

稲
田

大
学

）
、
「
矢

上

祭

」
「
三

田

祭
」
（
以

上
、

慶

應
義

塾

大

学
）
、
「

ソ

フ

ィ

ア

祭

」
（
上
智

大

学
）

な

ど

の

学

園

祭

の

う

ち

二

つ

の

学

園

祭

に
行

け

ば

、

共

同

で

製

作

し

た

オ

リ

ジ

ナ

ル

小

冊

子

「
私

生

活

編

」
「
受

験

生

編

」

が

も

ら

え

る

。

ス

タ

ン

プ

ラ

リ

ー

の
実

施

を

告

知

す

る

た

め

に

、
三

大

学

の
実

行

委

員

は

予

備

校

や

塾

ヘ

チ

ラ

シ

を

配

布

し

に

回

っ
た

と

い

う

か

ら

、

こ

れ

に

は

大

学

の
入

試

課

の
方

々

も

頭

が
下

が

る

の

で

は

な

い
か

。

六

高
校
生
の
と
き
に
訪
れ
た

学
園
祭
で
の
経
験
が
よ
い
連
鎖
に

学
園
祭
に

お
け

る
受
験
生

獲
得
企
画

の
事
例
を
紹
介
し

て
き
た

が
、

学
生

の
自
主
独
立

を
も
と
と
す

る
学
園
祭

で
、
な

ぜ
こ
こ

ま
で
実
行
委

員

が
受

験
生
獲
得

企
画
に
力
を
入

れ

る
の
か
。

学
園
祭
に
大

勢
の
人
を
呼

び
た

い
実
行
委

員
会
に
と

っ
て
、
高
校
生

は
重
要

な
集
客

タ
ー

ゲ
ッ
ト
で

あ
る
こ
と

が
ベ
ー
ス
に

あ
る
。
ま
た

、

少
子

化
の
流
れ

の
中
で
受

験
生

獲
得
に
必
死

な
大
学
側

の
シ

グ
ナ
ル
を

敏

感
に
察
知
し
て

と

い
う
こ
と

も
あ
る
だ

ろ
う

。
大
学

か
ら
資
金
援
助

を
受

け
て
開
催
し

て

い
る
学
園

祭
も
あ

る
た
め
協
力
的

な
の
か
も
し

れ

な

い
。

し

か
し
最
大

の
理

由
は
、
自
分

た
ち

が
中

・
高
校
生

の
と

き
に
学
園

祭
に

来
た
こ
と
で
そ

の
大
学
を
好

き
に
な
り

志
望
し
た
、
と

い
う
こ
と

が
大
き

い
の
で
は

な
い
か
と
考
え

る
。

「
V
E
R
A

ト

ー
ク
！
」
を
高

校
生

の
と

き
に
訪
れ
、
合

格
後
、
自

ら
実
行
委

員
と
な

っ
た
東
女
生

の
例
を
前
述
し

た
が
、
お
茶
大

で
も
実

行
委
員

か
ら
「
受
験
生

の
と
き
に

徽
音
祭

の
受

験
相
談
に
参
加

し
た
。

そ
の
と

き
の
親
身

に
な
っ
て
相
談

に
乗
っ
て
く

れ
た
お
茶
大
生

や
、
徽

音
祭

の
ア
ッ
ト
ホ

ー
ム
な
雰
囲
気

が
と
て
も
印
象

的
だ

っ
た

た
め
、

ぜ

ひ
入
り

た
い
と
思

っ
た
。
そ
し
て
入

学
後
、
徽

音
祭
の
実
行
委

員
に
な

っ
た
」
と
説
明

さ
れ
た
。
他
校
取
材
で

も
幾
度
と

な
く
聞

い
た
話

で
あ

る
。

学
園

祭
に
来
て
在
校

生
と
触

れ
合

い
あ
こ

が
れ
、
入
学
し
た

あ
と
実



行
委

員
と
な
り
自

ら
の
経

験
を
企
画
に
生

か
す
。
こ
う
し

た
よ

い
連

鎖

が
始

ま
っ
て

い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う

か
。

こ

の
仮
説
を
裏

づ
け

る
一

つ
の
証
拠
と
し

て
、
実
行
委

員
会
に
入

部

を

希
望
す

る
新
入

生
（
一
年
生
）

が
増
え

て

い
る

の
で

あ

る
。

冒
頭

で

「
行

き
た

い
学

園
祭
」
で
人
気

が
高

い
と

紹
介

し
た
明
治

大
学
「
明
大

祭
」

の
実
行

委
員

会
は

、
「
実

行
委
員

の
定

数
を
百

五
十

人
と

決
め

て

い
る
た
め
、
希
望
者

が
多
く
選

考
に
苦
労
し

た
」
と
明

か
す
。

「
立

ペ
デ
ィ

ア
」

が
活
況

の
立
教
大

の
実
行

委
員
は
、
今

年
約
百
人

が
増
え
四

百
人

の
大
所

帯
に
な

っ
た
。

「
和
祭
」
（
学
習
院
女
子
大
学
）
は
二
〇
一
二
年
、
一
年
生
の
実
行
委

員

が
百

十
六
人
入

っ
た
。
一
学
年

約
四

百
人

の
同

大
学
で
は

、
実
に
一

年
生

の
四

人
に
一
人
以

上
は
実
行
委

員
で
あ

る
。

実
行
委

員
に
な

ら
な

い
ま
で
も

、
学
園
祭
に

来
る
こ
と

に
よ
る
受
験

効
果
は

抜
群
の
よ
う

だ
。

早

稲
田
祭

広
報

制
作

局
は
、
「
学

園
祭
に

来
て
、

実
際

に
学
生

の
様

子
を
見

る
こ

と
で
、
必

ず
こ

の
大

学
に
入
り
た

い
と

い
う
気
持
ち

が
強

く
な

る
。
だ
か
ら
受

験
勉
強
を
そ

の
日
は
休
ん
で

で
も
学

園
祭

に
は
来

て
ほ
し

い
」
と
語

る
。

七

お
わ
り
に

少
子
化
の
時
代
を
迎
え
て
、
志
願
者
を
増
や
す
方
策
と
し
て
、
学
園

祭
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と
考
え
る
。
学
園
祭
期
間
中
に
、

大
学
主
催
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
同
時
開
催
す
る
大
学
が
増
え
た

こ
と
も
そ
の
傾
向
の
現
れ
だ
。

で
は
、
学
生
の
「
自
治
」
が
原
則
の
学
園
祭
に
対
し
て
、
大
学
は
何

を
な
す
べ
き
か
。

大
学
と
い
う
施
設
を
貸
し
て
い
る
立
場
、
あ
る
い
は
多
少
な
り
と
も

資
金
援
助
を
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
立
場
か
ら
、
で
き
る
介
入
は
し
て
い

く
べ
き
だ
と
考
え
る
。
学
園
祭
を
教
育
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
、
野

放
し
に
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。

学
園
祭
が
サ
ー
ク
ル
等
の
活
動
成
果
を
披
露
す
る
場
で
あ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
学
生
の
成
長
の
機
会
で
あ
る
と
同
時
に
、

学
園
祭
は
大
量
の
ゴ
ミ
を
出
し
、
騒
音
を
出
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る

事
故
を
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
、
見
方
に
よ
っ
て
は
大
学
ブ
ラ
ン
ド
を

低
下
さ
せ
か
ね
な
い
迷
惑
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

近
隣
に
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
る
か
、
学
園
祭
の
も
つ
マ
イ
ナ
ス
面
を

減
ら
し
、
プ
ラ
ス
面
を
増
や
す
努
力
を
ど
う
し
て
い
る
か
。
自
分
た
ち

の
通
う
大
学
の
ブ
ラ
ン
ド
カ
を
高
め
さ
え
す
れ
、
お
と
し
め
な
い
努
力

を
ど
う
し
て
い
く
の
か
。
そ
う
し
た
こ
と
を
直
接
で
あ
れ
間
接
で
あ
れ

説
い
て
い
く
。
学
生
の
「
自
治
」
に
、
「
社
会
と
の
共
存
」
を
織
り
込

む
こ
と
が
、
大
学
の
責
務
で
あ
る
と
考
え
る
。

あ
い
さ
つ
が
で
き
、
社
会
性
を
身
に
つ
け
た
、
朗
ら
か
で
元
気
な
学

生
は
、
ど
こ
の
企
業
で
も
欲
し
て
い
る
。
学
園
祭
も
一
つ
の
機
会
と
し

て
、
自
校
の
学
生
を
社
会
に
通
じ
る
人
間
に
育
て
る
こ
と
こ
そ
、
志
願

者
獲
得
の
王
道
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。



小
特
集

学
園
祭
の
受
験
生
獲
得
企
画

学
園
祭
で
の
学
生
に
よ
る
受
験
生
向
け
学
校
紹
介
企
画

-

上
智
大
学
「
ソ
フ
ィ
ア
祭
」
か
ら
の
報
告

東

郷

公

徳

●
上
智
大
学
外
国
語
学
部
教
授

上
智
大
学
で
は
毎
年
十
一
月
一
日
か
ら
三
日
ま
で
の
三
日
間
に
「
ソ

フ
ィ
ア
祭
」
と
呼
ば
れ
る
学
園
祭
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
運
営
し
て
い

る
の
は
学
生
課
外
活
動
団
体
で
あ
る
ソ
フ
ィ
ア
祭
実
行
委
員
会
で
、
例

年
三
万
人
以
上
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
う
。
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
の
中
に
、

実
行
委
員
会
が
自
主
的
に
行
っ
て
い
る
学
校
紹
介
企
画
が
あ
る
。
企
画

内
容
は
大
き
く
分
け
て
次
の
六
つ
で
あ
る
。

（
1
）
学
生
に
よ
る
学
部
別
学
科
紹
介
・
入
試
相
談

（
2
）
教
授
に
よ
る
模
擬
授
業

（
3
）
サ
ー
ク
ル
紹
介

（
4
）
実
行
委
員
会
が
作
成
し
た
学
生
生
活
紹
介
ビ
デ
オ
上
映

（
5
）
上
智
大
学
・
ソ
フ
ィ
ア
会
（
同
窓
会
）
グ
ッ
ズ
販
売

（
6
）
実
行
委
員
会
が
作
成
し
た
学
部
別
学
科
紹
介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
　
　

布
こ
れ
ら
の
企
画
は
、
す
べ
て
実
行
委
員
会
の
学
生
た
ち
が
独
自
に
企

画
し
運
営
し
て
い
る
。
八
月
初
旬
に
行
わ
れ
る
大
学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
と
ほ
ぽ
同
じ
内
容
を
、
小
規
模
な
が
ら
学
生
独
自
の
視
点
か
ら

提
供
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
特
徴
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
最
初
の
「
学
部
別
学
科
紹
介
・
入
試
相
談
」
で
は
、
一
時

間
ご
と
に
時
間
割
を
決
め
て
、
八
つ
あ
る
学
部
を
五
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
間
帯
で
対
応
で
き
る
数
の
希
望
者
に
対
し
て

先
着
順
に
学
生
に
よ
る
個
別
相
談
を
行
っ
て
い
る
。
教
員
と
し
て
は
そ

の
内
容
を
把
握
し
て
い
な
い
の
で
若
干
の
不
安
が
あ
る
が
、
あ
り
の
ま

ま
の
学
生
た
ち
の
姿
や
意
見
を
見
聞
で
き
る
こ
と
が
、
受
験
生
や
そ
の

保
護
者
た
ち
に
と
っ
て
は
魅
力
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

二
番
目
の
「
模
擬
授
業
」
は
三
日
目
に
三
回
行
わ
れ
、
筆
者
も
そ
の

う
ち
の
一
回
を
担
当
し
た
。
一
回
の
授
業
時
間
は
五
十
分
で
あ
る
。
今

回
の
開
講
授
業
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
学
園
祭
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲

載
さ
れ
た
紹
介
文
も
参
考
ま
で
に
掲
載
す
る
。

・
な
ぜ
英
語
を
学
ぶ
の
か
：
東
郷
公
徳
外
国
語
学
部
英
語
学
科
教
授

な
ぜ
言
葉
を
学
ぶ
の
か
、
言
葉
の
学
習
を
通
し
て
何
を
学
ぶ
の
か
、

な
ぜ
外
国
語
を
学
び
英
語
を
学
ぶ
の
か
、
学
ぶ
外
国
語
は
英
語
だ
け
で

よ
い
の
か
、
に
つ
い
て
講
義
し
ま
す
。



・
今

日

の

世

論

調

査

の

仕

組

み

と

問

題

点

：

渡

辺

久

哲

文

学

部

新

聞

学

科

教

授

新

聞

社

や

テ

レ

ビ

局

な

ど

の

報

道

機

関

が

毎

日

発

表

す

る

世

論

調

査

は

ど

の

よ

う

に

実

施

さ

れ

て

い

る

の

か

、

信

頼

性

は

あ

る

の

か

、

ど

の

よ

う

な

問

題

を

は

ん

ら

ん

で

い

る

の

か

、

な

ど

に

つ

い

て

パ

ワ

ー

ポ

イ

ン

ト

を

用

い

て

解

説

し

ま

す

。

・
W
h
a
t
'
s
カ

ウ

ン

セ

リ

ン

グ

。
C
u
s
u
m
a
n
o
 
J
e
r
r
y
総

合

人

間

科

学

部

心

理

学

科

教

授

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
歴
史
、
基
本
概
念
、
実
践
的
な
技
法
を
紹
介
し

ま
す
。
D
V
D
を
使
っ
て
、
著
名
な
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
実
際
の
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
場
面
を
紹
介
し
ま
す
。
最
後
に
時
間
が
許
す
か
ぎ
り
、

参
加
者
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
技
法
を
一
つ
演
習
と
し
て
実
践
し
て
も
ら

い
ま
す
。

筆
者
自
身
が
担
当
し
た
授
業
は
、
定
員
百
人
余
り
の
教
室
が
立
ち
見

で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
お
そ
ら
く
聴
衆
は
百
五
十
名
程
度
で
あ
っ
た
。

三
、
四
割
程
度
は
保
護
者
同
伴
で
あ
っ
た
。

講
義
で
は
、
人
間
が
外
界
を
認
識
し
思
考
し
自
己
表
現
を
し
、
周
り

の
人
間
た
ち
と
関
係
を
つ
く
る
た
め
に
言
語
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
で
あ
り
、
言
語
は
人
間
が
人
間
に
な
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
も
の

で
あ
る
こ
と
。
言
語
の
広
が
り
は
極
め
て
歴
史
的
政
治
的
な
も
の
で
あ

り
、
も
と
も
と
は
北
ド
イ
ツ
周
辺
に
住
ん
で
い
た
ア
ン
グ
ル
族
、
サ
ク

ソ
ン
族
の
地
方
言
語
に
す
ぎ
な
か
っ
た
英
語
が
現
在
世
界
中
で
広
く
使

わ
れ
学
ば
れ
て
い
る
背
景
に
は
、
大
英
帝
国
や
そ
の
後
の
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
の
軍
事
的
政
治
的
経
済
的
な
力
の
大
き
さ
が
あ
っ
た
こ
と
。
一
つ

一
つ
の
言
語
に
は
独
自
の
世
界
観
が
あ
り
、
新
し
い
言
語
を
学
び
身
に

つ
け
る
こ
と
は
新
し
い
世
界
観
を
学
び
、
も
う
一
つ
別
の
人
格
を
身
に

つ
け
る
こ
と
に
な
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
例
を
挙
げ
て

説
明
し
た
。
最
後
に
残
っ
た
数
分
を
使
い
、
配
布
資
料
に
沿
っ
て
英
語

の
学
び
方
に
つ
い
て
筆
者
な
り
の
考
え
を
語
っ
た
。

出
張
講
義
や
模
擬
授
業
な
ど
で
高
校
生
を
相
手
に
語
る
と
き
に
は
、

で
き
る
だ
け
次
の
三
つ
点
に
注
意
し
て
い
る
。

A

知
的
な
気
づ
き
や
発
見
を
提
供
す
る
こ
と
。

B

受
験
勉
強
の
枠
を
超
え
た
学
ぶ
こ
と
の
意
義
を
伝
え
る
こ
と
。

C

一
方
で
受
験
に
も
役
立
つ
情
報
を
盛
り
込
む
こ
と
。

今
回
の
講
義
で
は
、
お
お
む
ね
上
記
三
点
の
目
標
を
達
成
し
た
の
で

は
な
い
か
と
筆
者
自
身
は
感
じ
た
の
だ
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
が
な
か
っ
た

の
で
そ
れ
を
証
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

学
園
祭
で
の
学
生
た
ち
に
よ
る
学
校
紹
介
は
、
学
生
た
ち
の
本
来
の

姿
や
本
音
が
そ
の
ま
ま
現
れ
る
の
で
、
受
験
生
に
と
っ
て
は
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
以
上
に
大
学
生
活
の
実
際
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

志
望
校
選
定
に
役
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
教
員
と
し
て
は
、
必

要
に
応
じ
て
助
言
指
導
も
行
い
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
彼
ら
の
自
主
性

を
尊
重
し
て
協
力
し
て
い
く
の
が
よ
い
だ
ろ
う
。



小
特
集

学
園
祭
の
受
験
生
獲
得
企
画

オ

ー

プ

ン

キ

ャ

ン

パ

ス

の

目

標

と

工

夫
　

-

聖
心
祭
同
時
開
催
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
取
り
組
み
を
通
し
て

坂

本

明

●
聖
心
女
子
大
学
学
務
事
務
部
入
学
広
報
課
課
長

一

は
じ
め
に

聖
心
女
子
大
学
で
は
、
平
成
四
年
か
ら
聖
心
祭
（
学
園
祭
）
に
併
催

す
る
進
学
相
談
会
を
実
施
し
て
き
た
。
今
で
こ
そ
学
園
祭
と
同
時
開
催

の
進
学
相
談
会
は
一
般
化
し
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
当
時
と
し
て
は
ま
だ

少
数
派
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
高
校
生
に
と
っ
て
も
、
興
味
を
も
っ

た
大
学
を
実
際
に
訪
れ
る
こ
と
は
現
在
の
よ
う
に
気
軽
な
感
じ
で
は
な

か
っ
た
と
思
う
。
聖
心
祭
同
時
開
催
オ
ー
プ
ン
キ
ヤ
ン
パ
ス
の
来
場
者

数
は
当
初
の
平
成
四
年
か
ら
徐
々
に
増
加
し
て
き
た
。
そ
の
一
方
で
、

近
年
で
は
聖
心
祭
の
各
催
し
に
参
加
す
る
高
校
生
の
姿
も
多
く
見
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
大
学
が
用
意
し
た
進
学
相
談
会
と
い
う

場
だ
け
で
は
な
く
、
普
段
ど
お
り
の
学
生
の
姿
を
見
ら
れ
る
学
園
祭
の

ほ
う
に
興
味
を
も
つ
高
校
生
は
増
加
傾
向
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

点
は
多
く
の
大
学
で
同
じ
よ
う
な
感
触
を
お
も
ち
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

二

運
営
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
主
眼
と
工
夫

聖
心
祭
は
も
ち
ろ
ん
学
生
が
主
役
で
あ
っ
て
、
大
学
は
間
借
り
し
て

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
本
学
で
は

幸
い
な
こ
と
に
全
学
的
に
良
好
か
つ
積
極
的
な
協
力
が
得
ら
れ
て
い
る
。

運
営
母
体
の
学
生
団
体
で
あ
る「
聖
心
祭
実
行
委
員
会
」
に
は
聖
心
祭

の
受
付
で
の
高
校
生
へ
の
説
明
や
チ
ラ
シ
の
配
布
を
、
同
窓
会
の
「
宮

代
会
」
に
は
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
会
場
と
し
て
同
窓
会
館
の
借
用
を
、

そ
し
て
学
園
祭
に
参
加
す
る
学
生
団
体
や
研
究
発
表
を
行
う
学
生
・
教

職
員
か
ら
も
賛
同
・
協
力
を
得
て
開
催
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、

校
風
に
も
よ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
学
は
小
規
模
で
家
族
的
な

雰
囲
気
の
あ
る
大
学
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
学
生
団
体
と
も
同
窓
会
と
も
、

も
ち
ろ
ん
全
教
職
員
と
も
容
易
に
顔
を
合
わ
せ
て
意
見
交
換
が
で
き
る

環
境
で
あ
る
こ
と
か
ら
風
通
し
が
良
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

聖
心
祭
同
時
開
催
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
内
容
は
平
成
四
年
当
初

か
ら
徐
々
に
変
遷
し
て
き
た
が
、
平
成
十
五
年
か
ら
は
大
学
か
ら
の
説

明
や
大
学
が
用
意
し
た
内
容
を
見
せ
る
の
で
は
な
く
、
普
段
着
の
学
生

の
様
子
を
見
せ
る
こ
と
を
主
眼
に
据
え
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
に
沿
っ

て
、
「
聖
心
祭
同
時
開
催
」
で
は
「
聖
心
祭
一
二
〇
％
堪
能
ツ
ア
ー
」

と
称
し
た
、
聖
心
祭
で
活
気
あ
ふ
れ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
の
案
内
を
催
し
の



メ
イ
ン
に
据
え
て
い
る
。
ツ
ア
ー
は
少
人
数
を
単
位
と
し
、
案
内
学
生

は
裏
も
表
も
知
り
尽
く
し
て
い
る
聖
心
祭
実
行
委
員
会
O
G
の
四
年
生

の
た
め
、
歩
き
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
話
が
で
き
て
い
る
よ
う
だ
。

通
常
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
と
は
異
な
り
、
学
生
会
役
員
会
の
学

生
と
聖
心
祭
実
行
委
員
会
O
G
生
か
企
画
か
ら
実
際
の
運
営
ま
で
担
っ

て
お
り
、
学
生
の
ア
イ
デ
ア
、
学
生
主
体
の
実
施
が
特
色
と
言
え
る
。

も
ち
ろ
ん
「
堪
能
ツ
ア
ー
」
の
ル
ー
ト
や
説
明
内
容
も
学
生
の
発
案
だ

し
大
学
側
か
ら
特
に
指
示
は
し
て
い
な
い
が
、
評
判
は
上
々
で
あ
る
。

三

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
の
目
標
設
定

本
学
で
は
、
年
間
を
通
し
て
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
す
≒
シ
ン
パ
シ
ー

を
感
じ
て
く
れ
る
層
を
増
や
す
こ
と
を
、
参
加
「
人
数
」
の
増
加
と
同

時
に
大
き
な
目
標
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
興
味
・
関
心
を
持
続
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、
春
夏
秋
冬
で
異
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
で
い
る
。

女
子
の
み
の
大
学
で
あ
り
各
回
当
た
り
の
参
加
者
数
も
そ
れ
ほ
ど
多
い

わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
逆
に
言
え
ば
そ
う
仕
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
も
言
え
る
。
こ
れ
が
少
し
で
も
規
模
が
大
き
な
大
学
だ
と
、
こ
の
よ

う
な
運
営
方
針
は
と
り
づ
ら
い
。
実
際
に
筆
者
の
前
職
場
は
も
う
少
し

規
模
の
大
き
い
大
学
だ
っ
た
た
め
、
な
か
な
か
今
の
よ
う
な
「
個
に
訴

え
る
」
運
営
は
難
し
く
、
大
人
数
の
参
加
者
を
ス
ム
ー
ズ
に
動
か
す
こ

と
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
で
い
た
と
記
憶
し
て
い
る
。

近
年
で
は
、
高
校
生
に
と
っ
て
大
学
を
「
ま
ず
見
て
か
ら
選
ぶ
」
の

が
普
通
に
な
っ
て
い
る
し
、
高
等
学
校
で
も
チ
ャ
ン
ス
を
と
ら
え
て
大

学
見
学
に
行
く
よ
う
に
勧
め
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
と
も
聞
く
。
そ
れ
ら

を
受
け
て
各
大
学
と
も
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
大
学
紹
介
に
工
夫

を
重
ね
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
か
各
大
学
の
企
画
内

容
も
平
準
化
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
模
擬
授
業
、
入
試
説
明

会
、
進
学
相
談
ブ
ー
ス
、
学
生
と
の
懇
談
、
ツ
ア
ー
な
ど
。
高
校
生
に

と
っ
て
は
同
じ
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
れ
ば
横
並
び
で
比
較
検
討
が

し
や
す
い
と
い
う
利
点
は
あ
る
も
の
の
、
大
学
に
と
っ
て
は
自
大
学
の

紹
介
内
容
の
特
徴
が
打
ち
出
し
に
く
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
も
言
え
る
。

参
加
者
の
ニ
ー
ズ
と
大
学
が
伝
え
た
い
内
容
を
ど
の
よ
う
に
す
り
寄

せ
る
か
は
、
ど
の
大
学
で
も
難
し
い
テ
ー
マ
だ
と
思
う
。
そ
う
し
た
中
、

本
学
で
も
一
応
は
、
参
加
者
の
学
年
、
高
校
の
種
別
や
地
区
別
、
保
護

者
数
、
参
加
の
回
数
や
ト
リ
ガ
ー
、
感
想
な
ど
の
集
計
・
分
析
に
加
え
、

他
大
学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
勉
強
す
る

な
ど
し
て
、
参
加
者
に
対
し
て
で
き
る
だ
け
き
め
細
か
く
対
応
し
、
よ

り
良
い
内
容
に
す
べ
く
模
索
し
て
い
る
。
要
は
大
学
の
特
徴
・
特
色
を

活
か
す
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

年
間
を
通
じ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
計
画
し
、
回
ご
と
に
テ
ー
マ
を
設
定

す
る
の
も
、
多
少
と
も
聖
心
女
子
大
学
ら
し
い
特
色
を
出
し
、
再
訪
率

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
満
足
度
の
向
上
に
寄
与
す
る
た
め
で
も
あ

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
属
性
・
目
的
を
も
つ
参
加
者
全
員
に
1
〇
〇
％
満
足

し
て
も
ら
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
不
可
能
だ
が
、
欲
を
言
え
ば
そ
れ
ぞ
れ

八
〇
％
程
度
は
満
足
し
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
で
き
れ
ば
二
〇
％
以
上

の
再
訪
率
の
達
成
と
い
う
目
標
を
設
定
し
て
い
る
。




